
仙台市役所を表敬訪問した研修員。前列左端が星さん。

　
自
然
災
害
が
多
い
中
南
米
諸
国
で
下

水
道
事
業
を
担
当
す
る
人
た
ち
を
対
象

に
し
た
研
修
が
、
2
0
1
6
年
か
ら
、

仙
台
市
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
同
地
域
で
は
、
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム

は
有
し
て
い
て
も
、
老
朽
化
や
詰
ま
り
、

破
損
、
漏
水
な
ど
不
良
箇
所
を
抱
え
て

い
る
国
が
多
い
。
地
震
な
ど
災
害
で
シ

ス
テ
ム
が
止
ま
れ
ば
経
済
・
社
会
的
影

響
は
甚
大
だ
。「
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
日
常
的
な
施
設
の
維
持
管
理
と
的

確
な
状
態
把
握
、
中
・
長
期
的
な
更
新

計
画
の
策
定
と
実
施
が
不
可
欠
で
す
」

と
、
研
修
の
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

た
公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会

J
O
C
A
東
北
代
表
の
星
英
次
さ
ん

は
説
明
す
る
。

　
そ
こ
で
下
水
道
処
理
シ
ス
テ
ム
を
資

産
（
ア
セ
ッ
ト
）
と
と
ら
え
、
管
理
に

必
要
な
基
本
情
報
（
た
と
え
ば
施
設
の

状
態
や
建
設
時
期
、
下
水
管
の
埋
設
場

所
な
ど
）
か
ら
合
理
的
に
シ
ス
テ
ム
を

管
理
す
る
手
法
（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）
を
伝
授
す
る
の
が
研
修
の
目
的

だ
。「
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
対

策
や
、
多
く
の
地
震
や
災
害
の
経
験
を

も
と
に
、
仙
台
市
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

機
能
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
リ
ス

ク
管
理
手
法
と
し
て
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
が
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
途
上
国

で
生
か
せ
ま
す
」。

　
研
修
の
期
間
は
約
1
か
月
。
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
学
び
な
が

ら
、
下
水
処
理
施
設
の
現
場
を
視
察
。

最
後
に
研
修
成
果
と
し
て
発
表
す
る
自

国
で
の
活
用
計
画
で
は
、
ビ
デ
オ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
を
取
り

入
れ
た
研
修
員
も
い
れ
ば
、
帰
国
後
に

プ
ラ
ン
を
完
成
さ
せ
て
メ
ー
ル
で
コ
メ

ン
ト
を
求
め
た
研
修
員
も
い
た
と
星
さ

ん
は
ふ
り
返
る
。「
研
修
員
た
ち
が
抱

え
る
下
水
道
分
野
の
課
題
は
多
様
で
す

し
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多

い
。
だ
か
ら
こ
そ
途
上
国
の
生
活
を
下

支
え
す
る
下
水
道
施
設
管
理
に
協
力
す

る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
こ
の
研
修
は
20
年
度
か
ら
対
象
を
全

世
界
に
広
げ
、
災
害
リ
ス
ク
の
み
な
ら

ず
老
朽
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
活
用
し
た
下
水
道
資

産
の
適
正
管
理
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
下
水
道
事

業
に
携
わ
る
多
く
の
人
た
ち
が
日
本
で

学
ぶ
日
を
待
っ
て
い
る
。

河川管理を行っている
京浜河川事務所（横浜
市）を視察した。

北部水道センターを見学。

雨水を放流するための鶴巻ポンプ場を訪れ、
下水管の中を見学。 日本の設備は

参考になります

先進
的な
下水道施策を実施

宮城県

　仙台市は2014年に全国に先駆けて、構
築物など資産の使用価値を最大限にするた
めの国際規格であるISO55001を取得し、ア
セットマネジメントを確立している。同市の先
駆的な経験は、研修員の学びにつながって
いる。また、東日本大震災で各地から下水道
復興支援を受けた経験から、国内外への技
術協力・支援を推進している。

仙台市

課題別研修
＠ 宮城県仙台市

管理が必要な下水道インフラのある途上国を対象に、
宮城県仙台市建設局の協力を得て研修が行われている。

適切な下水道管理を学ぶ
案件名 課題別研修「災害リスク管理に配慮したアセットマ

ネジメントを活用した下水道資産の適正管理」

水質改善
より安全に、よりきれいに
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